
いじめ防止全体指導計画 

 学 校 教 育 目 標  

 「共に学び 共に伸びる」 

校訓～「負けじ魂」 

 

  

 生 徒 指 導 目 標  

 児童一人一人の人間性を尊重し，児童の持つ可能性を最大限に発揮させ，社会環

境によりよく適応させると共に，個性の伸長を図り，社会性を育てる。 

 

  

 いじめ防止の重点目標  

 １ いじめの実態把握と解消を目指し，全教育活動の中で差別をなくし，個人の尊

厳と基本的人権を尊重する教育を推進する。 

  ◎ いじめを許さない児童の育成  ◎ 差別を許さない児童の育成 

  ◎ 命を大切にする児童の育成   ◎ 豊かな心を持つ児童の育成 

２ 人間の生き方を学ばせ，道徳的実践力を育てる教育を推進する。     

 

  

 め ざ す 児 童 像  

                                     ◎人の悪口を言わない。 ◎人をいじめない。 ◎人の嫌がることをしない。   

◎人に親切にする。   ◎人と仲良くする。 ◎人を思いやる気持ちを持つ。  

                                                                         

  

                         
いじめ防止の実践課題 

                                               

            

           

 

        

 

       

 

           

                     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員研修の充実  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級経営の充実  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育活動の充実  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PTA･地域社会との連携  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

諸関係団体との連携 

○生徒指導事例研修  

の実施 

○いじめについての

情報収集と共通 

理解 

○いじめに関する 

定期的実態調査 

○いじめが発生した

場合のケース会議 

○一人一人を大切に 

する学級経営 

○一人一人が自己 

有用感をもつ学級 

経営 

○友達を思いやる心の

育成 

○いじめのない明るい

雰囲気のある学級 

経営 

○楽しい授業と学力の 

向上 

○生徒指導の充実 

○教科指導の充実 

○道徳教育の充実 

○人権同和教育の充実 

○広報活動の充実 

○教育相談の充実 

○いじめ・不登校対策

委員会の充実 

○出欠状況把握・家庭

訪問 

○学級ＰＴＡの充実 

○ＰＴＡ理事会・字

ＰＴＡでの啓発 

○学校便り・学級 

通信の充実 

○子ども育成会・ 

家庭教育学級の 

充実     

 

○教育相談機関との 

連携 

○字区長・沖永良部 

警察署・民生委員 

等との連携 

○和泊町教育委員会 

への報告・相談 

○SSW・SCとの連携    

      

                          
具体的には 

                                               

            

           

 

         

 

       

 

           

                     

  

 

 

 

 

 

生徒指導の充実   

 

 

 

 

教科・道徳教育

・同和教育の 

充実 

 

 

 

 

 

広報活動

の充実 

 

 

 

 

 

教育相談の充実  

 

 

 

 

いじめ・不登校対策委

員会の充実 

 

 

 

 

 

出欠状況把握・家庭

訪問 

○一人一人への

きめ細やかな観

察と指導 

○積極的な生徒

指導 

○全職員の共通

理解 

○児童会活動の

支援 

○人間尊重の 

人権教育の推進 

○思いやりの 

教育                 

○親切運

動・広報 

○いじめ

防止・思

いやりの

心の説話  

広報      

○保護者との教育

相談 

○早期発見・早期

指導 

○「学校楽しぃー  

と」の活用 

○必要に応じSSW

・SCの活用 

 

○委員会の効率的運営 

○定期的実態調査と 

研修 

○早期発見・早期指導 

○全職員による指導 

態勢確立 

○保護者・関係機関 

との連携強化 

○外部情報の収集   

○毎日の出欠状況 

把握 

○保護者との連携 

○必要に応じた家庭 

訪問の実

施                         

 

 


